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研 究 会 報 告
｢振動子系の力学過程と統計｣研究会










戸 田 盛 和 (致育大)
'10月 6日から9日まで ,京都大学 と基鋼で上記の研究会が開かれました｡
この研究会は第 1回目ですが ,昨年まで開かれていた ｢不完全籍品の落手振
動の理論的研究｣のあとをついで ,更に発展させる段倍です｡ ｢不完全鹿品｣
の研究成果はプログ レスのサプ リメ'ントとしてまとめられましたムしたがっ
て今回は第 1日日にこの研究の過去か ら軍産 までの成果と将来の研究課題が
論 じられましたo
｢不完全巌晶｣の研究会のときには ,これに娼適 した実験などもほとんど






が出て来 ましたOその反面 ,急には役に立ちそうもない ,いわば深刻な話も
メンバーの痔色であ り,いつかは役に立つだろう ,深刻な請の方がこの研究
会ではもつと重要であるとの考えも強調されましたQ こうして ,この研究会
としては す役に立っ爵 廿よりも廿深刻な話 "の方が寒色であり,後者の有効
なことも示されつつあるということ ,またこの研究会のメンバーが他の研究
会に娼係することによって や役に立つ宗 "も生か され ,このような出入 りgC
よってこの研究会を吏t,C有効にすることができるだろうということなどが指
摘され ましたO こうL:.て ,厳密な扱いが この研究会の主旨になっていること
が再確認されました｡
不完全格子の振鍬JrLついて ,今迄に単純立方藤子についてはほとんど余す
ところなく調べて尭 まし準が ,実綾の結晶格子については ,少 し足を踏み出し
た種皮で ,これからや ることは山程あります｡ 多 くの不純功を含む場合の振
劫スペク トルについては ,今度の研究会でめざましい成果がはじめて報告さ
れたし ,転移などのように不完全さがひろがっている場合の問題 ,時間を含







時間 を含む問題 (Ti王聡-DepeTldentProblems) (武野正三 ,寺本英 ,
植村 昌平 ,滝沢英- .斉藤信彦 ,小寺武康 ,戸田盛和)
時間 を含まない由題 (Time｣ndependentProb王ems) (遠出義一 ,
朝日孝 ,掘淳一 ,福島久雄 ,小暮虚三)
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